
よろず壁新聞

こんなもの見つけた！－ナイスなグッズ 食品編（２０１３）

 「桜田門 警視庁」（2013.12.15）

かれこれ２年ほど前に、ある人から「警視庁が販売している”警視庁”って
ゆう焼酎があるらしいよ、知ってる？」と聞かれたことがあります。

飲酒運転を取り締まる事と、オリジナル焼酎を販売する事とは本来別物な
んですけど、「うそでしょ？そんなミスマッチな事、あるわけないでしょ。」
と、ま、誰かが勝手にプライベートで作っただけでしょ・・・みたいなオチで
その日は終わったんですけど、気になってネットで調べてみたら、・・・まん
ざらガセ・・・でもない・・・みたい。

警視庁の売店に置いてあって、警視庁職員じゃないと買えないらしい。こ
のことも眉唾物で怪しいのですが、冗談まじりで「こんな焼酎があるらし
い。警視庁の知り合いはいませんかね。」とふれ込んで廻っていたら、な、
なんと、言ってみるもんですねぇ、ある方から譲って貰ったんですよ。その
方も警視庁の知人から譲ってもらったらしいです。

何にかの記念イベントの特注品か何かなのかな？と思ったのですが、普
通に警視庁の売店に職員用に売っているものらしい。ずっしりとした、重
量感ある瀬戸物仕上げ。へへへぇぇぇ、本当にあるんですねぇぇぇ。

 「子供がまだ食ってる途中でしょうがラーメン」（2013.9.8）

まずは、名作ドラマ「北の国から」のこのシーンをご覧ください。

名シーンです。じゅんとほたるが小っちゃい！

・・・んで、２０１１年、放送開始３０周年記念として、このシーンで出された
ラーメンを忠実に再現、期間限定で販売されたラーメン「子供がまだ食って
る途中でしょうがラーメン」。

世に出ているという事を知らずに、食するに機を逸していたんですけ
ど・・・・今、ネットで再販されていることを知り、慌てて注文しました次第。

あの名シーンを思い出しながら、ジュンに成りきって食べたら・・・・涙・・・
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ちょちょぎれてきたぞい！それにしても、名前が長いでしょうが・・・ラーメ
ン！

 「松井家秘伝のカレー」（2013.9.1）

カレーのご紹介が３週続きますが、今回ご紹介するカレーはこれ！！「松
井家秘伝のカレー」の２種類。

 

一つはニンニクたっぷりの試合前に食うカレー。もう一つは、ニンニク無し
の練習中に食うカレー。

 

メジャーで活躍した後、現役引退を表明した球界の怪物・ゴジラこと松井
秀喜を育てた母の味を忠実に再現したカレーとのこと。

残念なことに松井のお母さんが実際に作ったカレーをパウチしたものじゃ
ないということは、松井のコメント「母の味にそっくりです。」からも判るのだ
なぁ。そっくりなだけでズバリじゃないのよね～。

 「インド人完全無視カレー」（2013.8.18）

私もカレーは大好きです。ですが、ご飯にかけて、スーッと下にしみこんで
ゆく、いわゆるインドカレーって好きじゃないんですよ。グジョグジョのカ
レーはダメなんです。私の言うカレーは、ご飯の上に乗っかるカレー。いわ
ゆる欧風カレー。

本場インド人にとっては欧風カレーはカレーじゃない、あれは単に日本
食・・・・だと。インド人にとって邪道らしいです。そういえば、ザ・日本食であ
る寿司。海外の寿司屋の寿司ネタも日本人憤慨ものがありますよね。ア
ボガド巻は慣れましたが、今、ポテトチップス巻なんてあるそうですよ。

ちょっと脱線しました。欧風カレーは邪道・・・それは分かった。邪道で結
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構！ケダラケ、ネコ灰だらけ。ということで、今回ご紹介するのは、ぐだぐだ
言うなと。言うんだったら勝手にやるぞ・・・と。そんなインド人完全無視した
カレーです。

 

パッケージに書いているコメントをここに転記しましょう。

「究極のインドカレーを作るために、インド人シェフを招き、いろいろと
アドバイスを貰ったものの、それを徹底的に無視。こちらの判断でシー
フード料理の王様・トムヤムクンをブチ込みました。日本人の味覚に
あった最高に美味しいカレーに仕上がりました。」

・・・んで、無視されたシェフご当人がこの人。

さてさて、ご飯によそってはみたが、ん～、カレー自体はグジョグジョカレー
ですけど・・・お味は？？

 「ガチムチカレー」（2013.8.11）

「ガチムチ」ってゆう意味はよく分からなかったのでネットで調べてみたら、
ゲイ用語で「筋肉質」の意味らしいっす。その名を冠した「ガチムチカレー」
なるレトルトカレーをご紹介します。

エロムキムキの得体の知れない黒人さんがパッケージになっています
が、「食べ方」がイカシテいますね。ちょっと読んでみてちょ。
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パウチの隅っこにこっそり「プロテイン」と印字してあるのも、なんだか不気
味（笑）。

 「マンガ肉」（2013.7.28）

自身が小っちゃい時に、これ、大人になったら食べたい～と思っていたの
が、「アルプスの少女 ハイジ」のアルムじじの焼きチーズ。 チーズなんて
食べる食生活は我が家に無く、いつか食べてみたい・・・と。ま、小学校の
給食で時たま出る三角形の「プロセスチーズ」を焼いてみたことがあるの
ですが、その味を全く覚えていないということは、いまいちだったのかな。

そして、もう一つ、「はじめ人間ギャートルズ」のマンモス肉。種子島で”肉”
と言えばニワトリ肉がスタンダード。牛、馬を食う習慣は無いので、何かの
ご褒美に豚肉が食卓に上がります。・・・が、スライス肉。骨付き肉なんて
憧れ中のあこがれ。

結局、自分でお金を稼げるようになっても、いまだに実現していないのは
悲しいぃぃぃ・・・・・・。

で、今回ご紹介するのはこれ！！
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残念ながら、骨付き肉ならぬ、骨付きバームクーヘンなんですけど、マン
ガに登場する肉の雰囲気は味わえます。

 「ペヤング 焼き蕎麦」（2013.6.2）

カップ麺の焼きそばでいうと、私は日清「焼きそばＵＦＯ」が最優秀作品だ
と思いますね。ってゆうか、種子島の田舎平山の商店に置いていたのが
「焼きそばＵＦＯ」なのでそう感じるのも仕方ないのですが、ほとんどの部
落民が兼業農家ですので、食に関しては今では賛美される地産地消だっ
た訳です。そんな中の「向こうからやってきた都会発」の食品が「焼きそば
ＵＦＯ」でしたから文明開化の香りがする、大御馳走だったんですよ。”ナ
ウ”かった！！

で、上京してからペヤング焼きそばを知りましたんで、各社ある中、今では
日清以外のやきそばと言えば「ペヤング」をすぐに思い浮かべるんです。
このペヤングことまるか食品株式会社さんは、知名度バツグンの大者「焼
きそばＵＦＯ」に本物の焼きそばをぶつけてきたっっ～～！ それがこ
れ！！

 

蕎麦の焼きそば。

これが、びっくり、結構うまいんですよ。

 「夕張石炭ビール」（2013.5.26）

再建に力を注いでいる夕張市。廃坑になっているとはいえ、やっぱり夕張
は今でも炭坑の町。がんばっている方に「がんばってください！」は無責任
かもしれないですが、とにかくがんばってください。

・・・・という意で買ったビールです。

 

思った通り、黒ビール。夕張で作ったという地ビールです。

萬壁新聞 file:///E:/hp2/yorozu/naisu2/2013/naisu2_2013.html

5 / 8 2016/12/29 13:16



夕張！ガンバレ！

 「味噌らーめん ヌードルバー」（2013.5.5）

味噌ラーメン味の・・・・いわゆる揚げラーメン菓子を固めたものですね。

 

パッケージを見ると、「コーン・ねぎ入り」とあります。

なるほど、バーをよく見るとネギとコーンがしっかり固められています。でき
るだけ忠実に・・・という意気込みが感じられますねぇ。

 

 「レアチーズ キムチ 納豆ラーメン」（2013.4.21）

デカパイ・メイド服の萌～～～なパッケージも注目ですけど、「キムチ」＋
「納豆」にさらに「レアチーズ」。こんなラーメン、インパクトないっすかぁ？
おなか一杯の贅沢の極み！！

 

岩手・盛岡のラーメン屋「柳家」つーところで、正式に取り扱っているラーメ
ンだじょ。
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早速、作ってみた！納豆とキムチのスープに、白い液体が後がけのレ
アーチーズケーキのソースだんべぇ。

 

 「チョコボールドリンク」（2013.4.20）

このチョコボールのドリンクが一斉にコンビニに並びましたね。一応、この
ページでご紹介します。

ぶっちゃけ、コーヒー牛乳みたいなもの・・・と思えばそんなでもないです
が、「チョコボール」の飲み物バージョンと聞くと、ちょっとグロイなものを想
像しちゃうのは不思議です。

 

 「柿の種チョコ」（2013.2.17）

２月１４日は毎度のことながら、バレンタインデーでした。毎年、保険屋の
おばちゃんから、「心をこめて」という手書きの明らかに”営業”コメント付
き”営業用”チョコをもらっていましたが、この景気低迷で、自腹はきついの
でしょうね。今年は無かったのです。

お疲れさまチョコ（最近は義理チョコとは呼ばないらしい）なんて、後々「倍
返し」なる非情なしきたりがあるので迷惑千万。でも、保険屋のおばちゃん
からも無いってゆのは寂しいね・・・・みたいな話を会社の同僚にしたら、
「え？あなたも○○生命だよね。なんで？俺、もらったよ！」という発言に、
一気に険悪ムード。

「ま、保険屋のおばちゃんも、人を選ぶってことだよ。”おとめ”なんだよ！」
といけシャーシャーと言う同僚には腹が立ちますが（笑）、さて、あるお店
でマレーシアから輸入した「マレーシアで売っているチョコ」という板チョコ
を見つけたんですけど、な、なんと、「柿の種」が練り込んであるのだよ～。

 
おお！ちゃんと柿の種が練りこまれちょる！！
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おお～、柿の種入りなんて斬新！と思い、５枚も買ったはいいものの、マ
レーア産なのに何故「柿の種」？しかも、パッケージが日本語じゃん
かぁ～。ん～～～、非常に怪しい。
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